
嗣
閉
排
水
路
改
修
案
ま
と
ま
る

市民憲章
わEくし疋Eは、利侵111と手翼沼oガこまれ自然とJfl史Cは

ぐくまれE我孫予の市民です。

わEくしたちは、包喜重裂育文化書苅をめざす市民としての誇

りをもち、明日への顕いをこめて、ここに市民憲章を定めます。

耳くと緑と土のにおいガいっぱいの住みよい高ぴこにします

胞と体をきたえ受章生きと鎚吉伸びゆくあびこ!こします

老人在大切にし子どもの夢在育て幸tt怠畠びこにします

ふるさとを愛し文化在高め豊1J，怠あびこにしま菅

みん草で話しあいきまりを守り明るいあびこにしま菅
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我採子市役所企繭部企繭謀

〒270~11我孫 f自殺孫子 1858

四
月
に
四
干
名
、
六
O
年
四
月
に
は
五

千
名
に
増
員
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会
が
、
九
月
十
四
詞
か
ら
三

O
臼
ま
で
関
か
れ
、
冒
頭
、
渡
辺
市
ま
た
、
地
元
雇
用
に
つ
い
て
は
、
操

長
が
十
一
一
一
項
目
に
わ
た
る
市
政
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
抜
粋
し
て
業
開
始
に
合
わ
せ
約
百
六
十
六
名
を
採

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
掲
載
で
き
な
か
っ
た
他
の
項
目
は
次
の
ど
お
り
で
す
。
「
布
佐
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
崩
す
る
計
画
で
、
身
体
鰐
害
者
の
採
用

「
布
佐
西
町
下
土
地
区
画
整
理
事
業
」
「
防
災
訓
練
の
実
施
」
「
第
三
回
我
孫
子
福
祉
ま
つ
り
」
長
期
に
わ
た
る
地
元
保
用
に
つ
い
て
も

な
お
、
「
布
佐
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
に
つ
い
て
は
一
一
一
面
、
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
一
一
面
に
掲
特
段
円
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と

載

し

ま

し

た

。

市

政

一

般

報

告

と

あ

わ

せ

て

ご

覧

く

だ

さ

い

。

こ

ろ

で

す

D

台
戚

ω号
を

作

成

し

ま

し

た

。

こ

の

計

霊

で

は

要

望

し

て

い

る

霞

車

補

助

金

の

増

額

に

我

孫

子

・

取

手

間

北
部
制
銅
の
後
審

S
億
円
強
備
の
優
先
傾
位
を
定
的
年
次
的
に
五
つ
い
て
は
図
、
県
と
協
議
中
で
す
の
で
、
日
開
n
M
M
日
か
ら
複
々
線

台
風
日
号
の
影
響
に
よ
り
北
新
田
で
十
八
年
度
か
ら
進
め
て
い
く
H
針
で
す
。
確
認
の
う
え
、
次
回
の
定
例
会
に
補
正
常
磐
線
我
孫
子
駅
・
取
手
駅
間
の
複

は
三
百
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
億
七
千
五
そ
れ
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
今
年
予
算
を
提
案
す
る
考
え
で
す
ロ
々
線
化
工
事
と
天
王
ム
口
駅
乗
降
場
増
設

百
万
円
に
も
達
す
る
大
き
な
損
害
を
受
度
は
金
谷
樋
管
、
興
人
ポ
ン
プ
場
町
ポ
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
工
事
が
完
了
し
、
十
一
月
十
五
日
か
ら

け
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
農
作
ン
プ
の
増
設
と
三
角
地
を
含
め
た
水
路
全
員
協
議
会
で
土
地
の
高
度
利
用
の
基
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
天
王

物
の
被
害
に
対
し
十
ア
ー
ル
あ
た
り
五
円
改
修
に
伴
う
用
地
取
得
を
許
画
し
て
本
構
想
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、
以
来
五
台
釈
に
は
新
設
の
緩
行
線
と
在
来
的
快

千
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
ま
し
子
、
ま
い
ま
す
。
つ
く
し
野
川
に
つ
い
て
は
、
年
同
歳
月
を
経
て
今
日
よ
う
や
く
縫
和
連
続
的
列
車
が
停
車
す
る
こ
と
に
な
り

た
、
農
地
内
被
害
に
対
し
て
は
本
市
独
金
陵
掻
向
上
流
ま
で
、
天
王
台
都
市
下
者
同
意
思
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
匂
八
市
民
的
交
通
の
利
便
性
は
さ
ら
に
高
ま

自
の
費
用
で
復
旧
作
業
に
あ
た
る
と
と
水
路
に
つ
い
て
は
、
っ
く
し
野
川
合
流
月
四
日
、
当
該
街
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
a

も
に
、
農
業
施
設
の
被
害
に
対
し
て
は
占
か
ら
並
木
小
ま
で
の
区
間
の
用
地
を
権
利
者
代
表
の
理
一
雲
で
、
ま
た
、
八
仮
称
壊
家
布
銭
高
校

農
林
水
産
省
、
県
の
全
額
補
助
事
業
で
取
得
す
る
た
め
、
金
融
会
に
補
正
予
算
月
二
十
三
日
の
権
利
雲
仙
会
で
、
そ
れ
新
々
街
地
先
に

行
う
予
定
で
す
。
さ
ら
に
農
業
銀
興
資
の
審
議
を
お
樹
い
し
ま
し
た
。
ぞ
れ
再
開
発
事
業
を
決
定
づ
け
る
高
度
布
佐
地
反
へ
の
高
校
誘
致
に
つ
い
て

金
の
融
資
を
、
末
端
金
利
二
行
で
突
拍
手
賀
沼
の
利
用
地
区
町
都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て
は
、
布
佐
新
々
団
地
先
に
用
地
幸
選
定

す
る
た
め
、
現
夜
、
関
係
機
関
と
協
議
占
用
問
題
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
(
写
真
占
玄
関
)
し
、
昭
和
五
す
九
年
四
月
の
開
校
を
目

中
で
す
。
手
民
沼
町
占
用
は
、
戦
前
、
地
一
応
住
一
方
、
北
口
土
地
町
民
「
画
整
理
事
業
に
ぎ
し
我
孫
子
市
土
地
開
発
公
社
で
用
地

一
方
、
七
寸
七
世
帯
二
百
二
十
八
人
民
が
貸
し
ボ
ー
ト
業
を
始
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
面
八
月
末
日
ま
で
に
似
買
収
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
は

の
住
民
が
避
難
し
た
我
係
子
北
部
地
反
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
、
農
耕
者
が
食
縞
換
地
指
定
済
み
の
十
一
棟
の
補
償
契
約
高
校
新
設
に
待
つ
地
一
応
協
力
金
と
し
て

の
排
水
路
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
流
増
産
の
た
め
に
耕
作
地
を
沼
寄
り
に
拡
を
締
結
し
、
物
件
移
転
を
完
了
さ
せ
る
用
地
取
得
時
間
と
こ
れ
の
利
子
格
当
分
の

域
の
現
況
解
析
競
売
が
ま
と
ま
り
ま
し
大
L
、
か
つ
、
つ
り
堀
業
者
や
貸
し
ボ
と
同
時
に
、
笠
地
工
事
に
着
手
す
る
考
卜
打
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
勺
て
お
り
、

た
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
き
改
修
計
画
案

l
ト

業

を

営

業

し

続

け

て

今

臼

に

至

つ

え

で

す

。

子

足

ど

お

り

開

校

す

る

よ

う

協

力

す

る

て

い

ま

す

。

こ

の

間

題

に

つ

い

て

は

、

成

宙

線

の

複

線

化

宅

え

で

す

。

現

夜

、

県

河

川

諜

を

中

心

に

協

議

い

か

な

還

強

大

医

に

陳

情

我

孫

子

中

増

改

築

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
は
、
市
複
線
化
に
つ
い
て
は
、
本
年
皮
肉
施
本
年
度
は
見
送
り

が
占
用
を
受
け
、
公
社
等
、
第
三
セ
ク
政
方
針
町
中
で
長
期
に
わ
た
る
重
要
課
我
孫
子
中
円
増
改
築
事
業
は
、
昭
和

タ
!
万
式
に
よ
り
管
理
、
運
営
を
委
ね
題
町
一
つ
に
か
か
げ
る
と
と
も
に
、
各
五
十
七
年
度
、
五
十
八
年
度
内
継
続
事
一

て
い
く
方
向
で
正
常
な
姿
に
戻
す
こ
と
関
係
機
関
と
も
連
携
を
と
り
、
運
輸
省
、
業
と
し
て
、
工
事
に
着
手
す
べ
く
準
備
一

が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
国
鉄
本
社
、
千
葉
鉄
道
管
理
局
等
に
陳
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
諸
伎
の
事
情

こ
の
場
合
「
新
た
に
業
を
営
も
う
と
す
情
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
に
よ
り
本
年
度
着
工
は
見
送
る
こ
と
に

る
者
は
増
や
さ
な
い
同
紙
得
権
は
尊
重
成
回
線
的
旅
牢
『
市
要
予
測
調
査
を
実
施
な
り
ま
し
た
ロ
現

ι、
来
年
度
実
現
を

す
る
」
を
原
則
に
進
め
て
い
く
考
え
で
し
、
こ
の
デ
l
タ
に
も
と
づ
き
、
直
接
的
ざ
し
教
育
委
員
会
に
鐙
設
位
置
等
に

す
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
考
え
方
向
も
運
輸
大
豆
に
探
情
い
た
し
ま
し
た
。
現
つ
い
て
再
検
討
を
依
桜
し
て
い
ま
す
ら

許
可
を
得
ら
れ
る
よ
う
桜
極
的
に
働
き
に
長
期
に
わ
た
り
運
動
を
継
続
し
て
い
本
工
事
は
来
年
度
以
降
に

か
け
て
い
き
ま
す

G

か
な
け
れ
ば
な
句
な
い
と
考
え
て
い
ま
建
表
玄
猛
の
地
盤
唱
調
査
の
結
果
、
杭

我

孫

子

駅

南

口

区

画

整

獲

す

砂
我
孫
子
駅
南
口
再
荷
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

市
民
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υ
刊
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v
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b
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定
、
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必
男

9
“
じ
日
ド
討
ノ

2
1空ノ

叩
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幻
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会
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切
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晶
曇
量
雷
雲
V
日
時
日
月
1
回
戦
V
申
し
込
み
当
日
会
場
で
受
付
加
分
ま
で
V
場
所
市
民
会
館

(
月
)
か
ら
3
臼
(
祝
)
ま
で
。
午
前
V
問
い
合
わ
せ
金

f
孔
(
我
孫
子
1
V
問
い
合
わ
せ
坂
本
書
弘
(
我
孫
子

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
て
V
場
所
8
5
6
i
日
)
宮
田
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3
3
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3
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H
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宮
田
1
3
2
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中
央
公
民
館
V
展
示
絵
画
、
書
道
、
晶
&
萄
犬
舎

va時
日
月
7
日
晶
禽
語
銅
吋
我
孫
子
地
区
い
V
昂
時

写
真
、
盆
載
、
手
工
芸
、
考
古
、
議
選
、
(
日
)
午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
叩
月
白
日
(
日
)
か
旬
日
月
7
日
{
日
)

公
民
館
講
座
会
の
作
品
な
ど
を
展
示
ロ
V
場
所
市
民
会
館
V
題
「
雁
L

、
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
V
場

晶
寮
舎
V
日
時
日
月
1
日
一
月
)
「
鵠
頭
」
当
字
雑
誌
一
旬
計
三
旬
所
中
央
公
民
館
前
『
湖
北
地
区
」

江
戸
千
家
、
日
月
2
日
(
火
)
袋
子
家
、
V
問
い
合
わ
せ
染
谷
明
(
白
山
3
V
日
時
日
月
1
8
(
月
)
か
り
7
8

日
月
3
8
(
祝
)
表
千
家
。
午
前
日
時
1
!
日
)
官
制
1
2
2
2
5
一
日
)
午
前
8
時
四
分
か
ら
午
後
6
時

か
ら
午
後
3
時
V
場
所
中
央
公
民
館
事
組
磁
文
舎
V
日
時
日
月
7
臼
ま
で
V
場
所
湖
北
訳
北
口
広
場

晶
園
事
文
書
V
日
時
日
月
H
日
(
日
)
午
前
叩
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
品
窓
舟
盆
織
鼠
V
臼
時
日
月
6
日

(
日
)
午
前
9
時
か
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午
後
5
時
ま
で
V
場
所
市
民
会
館
V
題
詠
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田
下
一
一
(
土
)
7
日
(
日
)
午
前
9
時
か
ら
午

V
場
所
中
央
公
民
館
V
内

容

A

首
(
雑
誌
)
叩
月
口
日
(
土
)
ま
で
に
ハ
後
4
時
ま
で
V
場
所
中
央
公
民
館

ク
ラ
ス
戦
3
段
以
上
、
日
ク
ラ
ス
戦
1
ガ
キ
で
応
募
を
。
講
師
は
ア
ラ
ラ
ギ
選
事
事
畠
・

B
窓
鏑
路
V
日
時
日
月

級
か
ら
2
段
、

C
ク
ラ
ス
戦
2
級
か
ら
者
宮
地
伸
一
氏
V
問
い
合
わ
せ
鈴
木
幸
3
日
(
祝
)
午
前
日
時
か
ら
午
後
5
時

4
靴
、

D
ク
ラ
ス
戦
5
級
以
下
一
(
寿
2
!
日
!
日
)
宮
田
0
2
5
2
ま
で
V
場
所
市
民
会
館
ホ

l
ル

V
申
し
込
み
当
日
会
場
で
受
け
付
け

4aa犬
舎

EV
筒
時
叩
月
出
日
品
取
組
曲
、
麓
隠
・
自
本
箱
制
時

E
T
ν

V
問
い
合
わ
せ
井
問
問
欽
司
(
湖
北
ム
口
(
日
)
午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
ス

.
n
b
z
v日
時
日
月
7
日

7
日
抗
)
古
田
1
5
0
6
8
V
場
所
市
民
会
館
V
問
い
合
わ
せ
(
日
)
午
前
叩
時
か
ら
午
後
4
時
日
分

事
掲
繊
犬
舎
V
日
時
日
月
7
日
印
刷
小
太
刀
治
維
(
寿
1
i
4
i
5
)
宮
田
ま
で
V
場
所
市
民
会
館
ホ
ー
ル

午

前

叩

時

か

ら

午

後

5

時

ま

で

V

場

3

6

5

3

晶

民

翻

‘

民

鍵

V

日

時

日

月

H

H

所

中

央

公

民

館

V
内
容

A
級
事
情
時
夫
会
V
日
時
日
月
3
日
(
日
)
午
前
9
時
叩
分
か
ら
午
後
5
時

(
段
位
)
、

B
級
(
級
位
)
各
リ
i
グ
(
祝
)
午
前
9
時
開
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
V
場
所
市
民
会
館
ホ
ー
ル
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日
月
は
日
(
土
)
・
同
日
(
日
)

V

主

催

A
耕
一
軒
産
崎
町
民
実
行
委
員
会

その他11 

蝿
入
畳
甘

口
g

午
桂
4
待
か
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5
持
ま
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1 墨示の蔀
】}企藁闘展;if.
2)車内童主関卦事由
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氏
総
案
に
も
と
づ
き
判
的
地
慨
を
行
い
、
第
間
間
隔
附

変
廷
を
生
じ
な
い
万
全
議
ん
で
下
さ
れ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
梅
市
災
対
路
線
会
叫
川
沿
は
、
吋
?
と
A

m

ウ
ナ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
で
討
議
す
る
以
外
的
各
項
は
刷
判
的
場
に
あ
る
泌
り
め
「
後
孫
子
市
天
王
古
地

ば
惑
い
ぞ
ん

9

0

o

m

開
閉
湖
沼

d

a

ト
向
H

め
蕊
品
物
と
役
湖
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

tu品
供
、
波
及
線
終
合
…
A

一
行
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
援
守
ミ
A

V

一チ
f
セ
ン
タ
i
建
設
住
民

ゆ
代
淡
品
制
約
一
摺
山
山
数
は
自
治
会
を
一
段
い
事
加
者
向
子
長
名
小
山
形
成
的
方
法
に
つ
い
て
ぷ
zv
九H
い
が
た
の
ち
、
作
山
氏
総
会
的
行
的
、
俄
滅
的
刊
総
会
の
投
策
及
び
運
蛍

γ泌
す
る
縦
約
い

て
h

青
山
間
体
-
名
で
す
。
自
治
岳
山
内
伸
明
会

O
第一一

ω
同
月

-41伝
説
行
な
わ
札
、
ひ
き
つ
つ
き
代
後
経
余
波
汁
や
住
民
総
会
内
相
秘
数
・
出
削
除
内
イ
〆
「
各
掛
問
団
体
的
資
給
、
掛
川
成
終
数
、
機

は
会
員
世
mm殺
に
よ
っ
て
，
れ
3
問
夕
刊
事
加
者
八
寸
名
町
佐
蓋
品
目
け
は
件
昨
日
比
総
余
へ
の
単
機
会

i
ジ
的
検
討
を
一
行
い
ま
し
た
。
成
員
内
選
出
方
淡
心
関
す
る
議
設
擦
問
削
L

で
す
が
、
規
定
数
的
仲
代
伽
刺
殺
長
淵
鳩
山
で
申
よ
り
叩
六
五
ム
品
川
仙
川
ぱ
協
を
た
ず
ん
ケ
ー
と
し
て
町
議
営
方
仲
間
ゃ
、
問
問
機
的
仕
方
守
之
士
一
テ
ィ
枇
ン
タ
!
議
設
を
過
が
代
表
教
会
ゆ
州
議
と
し
亡
決
定
さ
れ
、

受
嘉
手
主
義
と
し
、
会
議
内
き
な
い
き
は
‘
総
定
数
以
下
町
人
教
え
と
し
て
コ
ミ
三
テ
ィ
ピ
コ
タ
i
訟

を

決

定

数

、

2
2が
確
認
さ
れ
と
て
地
支
マ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
綿
々
器
薬
会
に
ほ
か
ら
れ
る
こ
と

務
は
地
級
品
同
部
品
に
公
議
さ
れ
ま
す

e

で
、
ぜ
か
務
総
で
す
。
件
以
叫
削
減
が
同
機
議
さ
れ
、
地
皮
肉
投
開
民
A
付
議
し
た
。
ま
た
‘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
問
問
る
と
い
、
?
隠
的
が
決
定
き
れ
屯
そ
め
に
な
り
ま
し
た
。

ゆ
仲
間
…
民
総
会
的
中
に
建
設
総
会
や
議
議
汁
バ
引
刊
利
引
け
什
一
利

J

E
ぬ
総
本
に
ど
の
よ
う
に
話
し
合
い
を
り
実
践
倒
的
ス
ラ
イ
ド
を
各
一
開
間
体
た
め
叫
設
住
[
民
芸
品
且
い
が
佼
叫
す
れ
る
笠
倒
的
中
で
は
、
コ
ミ
ユ
エ
テ
ィ
む

重

郎

会

主

蓄

さ

れ

‘

?

三

一

2
3咽
治
相
一
十
一
世
市
川
て
ま
る
か
活
発
合
言
語
存
わ
れ
へ
貸
出
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の
よ
う
な
霊
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
霊
で
ン
タ
1
建
苦
悶
し
て
警
な
査
を

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
的
霊
安
達
喜
一
い
な
い
罰
体
は
ご
潟
紘
一
島
市
ま
L
た

。

主

ニ

審

議

体

襲

撃

議

活

動

し

て

い

る

各

語

体

内

代

書

で

き

人

々

が

読

ま

る

よ

う

に

福

義
方
針
め
試
被
告
鍛
総
し
‘
こ
れ
を
も
代
資
者
会
構
棋
は
続
税
附
し
て
い
る
一

O

そ
し
て
.
仙
川
氏
仲
間
以
民
的
鮮
を
よ
り
広
@
笹
山
吋
穴
内
寸
九
日
構
成
幸
れ
る
仏
泌
総
会
と
す
る
こ
と
が
滋
い
を
は
ず
す
こ
し
し
が
織
認
さ
れ
、
た

と
に
然
災
州
都
品
同
で
叫
創
設
さ
れ
る
と
い
う
開
閉
体
同
川
、
絞
殺
申
請
用
紙
を
送
り
ま
く
災
映
さ
せ
る
務
付
ス
テ
ッ
プ

L

と
し
て
@
磐
線
級
…
九
十
む
団
体
四
十
四
名
決
ま
り
ま
し
た
喰
と
え
代
刑
判
寸
構
成
さ
れ
よ
う
と
も
井
品
開

す
る
こ
と
が
淡
ま
り
ま
し
た
。
子
一
繍
明
、
滋
め
ら
れ
る
こ
と
が
亨
え
ら
れ
や
九
ま
た
悠
事
会
議
仁
発
持
し
て
い
恭
一
語
体
代
議
室
王
譲
歩
ゑ
く
こ
と
が
ん
制
緩
は
、
仲
間
民
総
会
の
あ
り
万
司
緩
ニ
め
た
め
‘
各
掩
団
体
的
定
殺
や
等
閑
を
必
と
て
地
区
住
民
全
員
外
挙
総

叩R
，
ゑ
内
地
区
一
で
活
動
き
れ
て
い
る
符
ま
ず
。
な
い
閉
山
体
で
今
日
出
注
高
民
総
会
に
殺
絡
し
決
ま
り
ま
l
た

。

常

対

法

に

つ

い

て

綴

3ν

九
日
い
を
滋
的
る
門
家
内
意
見
を
き
く
方
法
な
ど
徐
州
民
総
と
な
っ
て
い
る
の
で
名
称
は
ぷ
同
開
山
総

長

泣

い

一

一

間

給

付

れ

い

罰

事

罰

劃

U
T
主

お

問

い

誌

は

訪

れ

v担
問
書

A
1
1

日

一

位

十

日

ぺ

九

九

一

一

一

円

一

日

時

間

以

口

戸

吋

る

こ

と

な

ど

が

級

品

わ

れ

守

護

し

、

議

内

震

に

あ

っ

た

一

登

録

と

な

豪

州

w
滋
山
山
骨
骨
格
下
三
芸
滋
り
い
た
し
ま
す
e

塁

審

空

語

五

十

七

名

ン

タ

l

饗
5
る
環
境
に
与
え
る
彬
高
義
に
た
た
主
と
し
て
市
主
そ
し
え
産
品
委
主
び
か
け
準

立
ミ
士
一
テ
4
5

セ
ン
タ
ー
を
つ
〈
っ
て
線
一
…
閥
総
民
総
舎
を
問
問
縫
す
る
た
め
発
純
一
人
食
事
務
崎
市
内
総
本
的
t
y主
守
一
え
方
と
し
て
①
コ
綴
側
関
側
捕
で
時
間
み
そ
費
や
し
て
し
ま
勺
た
約
機
簿
を
間
的
意
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
鵬
糊
す
る
た
め
に
代
表
者
金
銭
に
出
席
し

い
診
た
い
と
寿
え
て
い
ま
す
。
に
、
総
会
情
成
員
を
決
め
る
お
冨
慣
が
あ
我
孫
子
市
役
訴
余
画
祭
内
ミ
応
ユ
テ
ィ
セ
シ
タ
!
暗
暗
殺
を
激
し
て
た
め
本
棚
田
町
住
民
総
会
内
需
給
は
次
綴
ま
し
た
台
て
い
る
者
向
中
か
ら
数
名
的
染
料
知
人
が

…
i
l
i
l
i
-
-
1
1
|
}ま
す

a

官
邸

i
i
i〈
内
繍

2
1
1一
コ
ミ
ュ
一
一
テ
f
形
成
を
間
宮
、
雪
ミ
に
行
、
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

e

V

第

四

霊

童

葉

審

議

室

札

、

今

後

は

義

人

会

長

主

に

一

住

民

:

総

品

川

誌

の

を

天

王

台

地

院

で

議

す

る

毒

装

f
一

一

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

譲

事

本

方

針

草

言

季

節

護

憲

章

・

臼

時

金

三

日

進

め

て

い

〈

こ

と

が

議

怒

れ

ま

し

た

e

↑

移

譲

室

内

芸

者

謀

議

室

と

な

り

1
j
i
g
-
-
i
i
i
i
i
i
i
p
j
f
j
j
a
i
l
'
i
j
j
z
t
i
f
f
9
3
i
i
i
i
j
i
j
i
p
s
e
-
i
j
s
i
z
e
s
a
i
-
-
s
i
e
f
f
i
g
i
-
-
-
l
i
t
-
-

i
i是正
あ

る

ま

す

:

言

語

録

す

る

三

、

喜

会

議

を

?

麓

て

i
c
-
-一

一
一
一
一
川
瞳

F踊

醐

臨

醐

盟

髄

よ
均
三

4
5
5神め
も

と

、

向

の

あ

る

言

語

運

営

章

二

ハ

棋

欝

委

員

会

を

設

議

J
)
1ワ臨
輔

瞳

蝿

臨

盟

雲
震
の
総
意
に
よ
り

J
ミ

丸

山

…

も

と

づ

い

て

雲

霊

長

審

議

弘

司

:

:

ー

量

二

♂

じ

噂

ゐ

酒

量

園

田

盟

国

国

輔

一

寸

i
j
J

怒
ら
巳
怒
沼
あ
る
装
い
つ
づ
く
り
絞
め
ざ
し
、
雨
雲
参
加
の

315 

住
民
総
会
発
足

天
工
事
ほ
お
む
さ
き
セ
ン
タ
ー
の
態
殺
事
応
つ
て
は
、
地
区
震
の
意
向
幸
子
会
醸
し
弁
護
寄
る
た

め
、
ど
う
い
う
受
験
で
話
し
合
い
を
護
め
疋
ら
ぶ
い
ダ
は
つ
い
て
、
岱
表
者
会
議
?
叫
話
し
合
っ
て
掛
川
殺
し
な
b

こ
の
だ
ぴ
、
件
民
自
身
之
よ
立
一
懇
応
決
剛
院
怒
り
つ
一
機
脳
間
ぞ
あ
る
「
住
民
総
会
L
m
w
蹴
州
開
制
汐
容
と
絞
り
、
第
一
再
出
の
井
出
罵

納
税
義
十
一
湾
七
日
に
悶
開
憲
一
議
び
式
決
訴
し
疋
。

仲
良
日
開
会
ガ
成
約
す
る
か
此
闘
が
け
階
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
窃
体
が
件
知
的
機
会
内
ト
勢
加
す
る
か
C
か
か
っ
て
い
叫
耕
一
%

自
治
会
を
は
じ
め
、
暗
闇
サ
ー
ク
ル
に
お
力
れ
出
品
し
て
は
、
仲
間
柄
総
畿
の
鶴
田
国
内
L

ご
賛
朝
日
い
芝
だ
港
、
代
編
制
緩
従
繰
出
し
、

件
間
防
総
数
は
滋
り
燃
し
て
下
さ
る
よ
う
あ
綴
い
い
恋
し
時
俳
句

。
機
関
幾
何
時
〈
一
六
五
台
駅
周
波
に
公

然
劫
開
品
開
問
を
つ
く
る
会
)

。
一
川
村
明
(
柴
崎
崎
務
明
会
〉

D
斉
藤
品
晴
子
(
議
議
出
師
会
}

。
杭
明
日
一
一
一
1
e

〈
大
久
尚
陣
内
自
治
会
)

nw
佐
々
ホ
脇
付
時
〈
堀
内
出
会
出
制
治
会
)

。
殺
泌
総
説
(
天
王
A
H
パ
イ
ァ
臨
時
総

代
表
者
会
議

の
役
割
終
わ
る

き
る
λ
何
月
三
十
二
日
に
級
開
門
間
開
代
表

品
科
会
議
を
帥
間
後
し
‘
…

η志
向
地
区
コ
ミ

ュ一…テ，
h
m
M

シ
ダ
i
詮
設
住
民
総
会
経

…
仏
判
的
代
蜘
高
裁
会
議
案
(
褒
市
山
に
記
級
)

ニ
一
を
ま
と
肉
、
あ
わ
せ
て
件
関
口
氏
妥
結
ヘ
向

一
け
た
発
起
人
的
選
織
が
向
日
わ
れ
詳
し
ペ

↑
こ
れ
に
よ
り
、
代
錯
殺
A

抑
制
織
的
役
制

び
一
は
終
了
し
、
以
降
謀
総
人
君
主

一
に
品
目
災
同
協
会
同
制
点
ヘ
向
け
作
業
が
遂
め

…
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ

ん

鼎

袋

入

金

氏

名

(

印

事

。

蝿

村

忍
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(4) 

我
議
子
市
天
王
陸
宮
ミ
ュ
ニ
チ
ィ

セ
ン
タ
~
手
建
設
日
総
会
の
設
壁
及
び

運
営
じ
関
す
る
規
約
〈
代
袈
者
会
議
議
)

{
ル
防
災
総
会
的
ぷ
澄
〉
記
仙
例
織
の
同
開
成
H
H
仁
川
附
す
る
呉
服
従

m
w
z
条
こ
の
絞
札
料
品
、
殺
山
知
子
市
天
災
肉
体
的
資
的
柄
、
総
域
対
数
、
惜
別
境

五
台
地
氏
に
お
け
る
コ
ミ
ふ
品
テ
ィ
誌
の
選
出
方
法
等
は
別
に
山
ほ
め
る
争

点
H

泌
氏
守
ミ
ご
一
チ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
{
総
成
以
内
任
期
等
)

設
住
民
総
会
{
以
下
ぷ
防
災
総
会
」
第
6
条
総
戒
対
的
付
開
間
期
位
、
第
2
条

と
い
う

2

)

を
設
綬
し
‘
そ
的
泌
仰
刊
に
の
H
H
約
が
法
或
さ
れ
る
愛
で
の
紛
山
州

出
関
し
て
必
綾
な
事
項
を
定
め
る
e

と
・
す
る
.

2

機
械
燃
が
往
路
叫
総
会
に
山
山
市
崎
で
き

な
い
場
か
は
‘
A

為
政
州
問
成
日
闘
の
滋
出
刊
号

A

誌
が
設
相
川
語
れ
た
と
き
は
，
郎
会
日
比

及
び
副
部
会
以
料
品
化
絞
れ
に
加
え
る
a

m山
会
民

1
れ

似
刷
会
日
日

2
れ

m
w
M
M
A
N
後
日
間
叩
名

川
向

4
1
川和山

2
名

2

約
壌
に
議
定
す
る
後
日
践
的
総
説
明
は
、
一
役
員
会
)

4
4
め

と

お

り

と

す

る

“

務

総

議

住

民

総

会

に

役

員

会

を

緩

く

。

山

山

会

以

主

役

目

同

会

は

、

議

7
条
第
E
項
に
同
現

伎
口
氏
総
会
告
代
淡

L
t
総
代
総
会
~
止
す
る
役
誌
を
も
っ
て
併
殺
す
る
n

偽
札
び
第
00粂
に
嗣
鳴
門
屯
す
る
役
目
閥
会
的

3

役
員
会
は
時
住
民
総
会
的
波
紋
が

淡
伐
と
な
り
、

A
E
拐
を
ま
と
め
る
。
制
引
(
仲
他
紙
内
総
合
町
議
題
、
滋
め
合
等
)

山
山
刷
会
U

討

を

協

議

し

、

俊

民

総

会

い

い

同

地

主

干

す

る

。

会
長
を
一
線
依
し
、
会
必
に
名
品
枇
あ

る
と
き
は
そ
の
職
務
古
代
行
?
ゐ
。

紛

w暗
殺
勢
鈍

役
腕
H
畠
山
内
協
淡
い
山
挙
制
問
し
、
住
民

1982. W. 16 
事

、ーー

(
伎
民
総
会
内
川
村
山
間
〉

議
2
条
住
民
総
会
は
.
彼
氏
的
関
治
的

付
制
神
的
も
と
、
地
日
一
住
民
的
総
怠
に

よ
り
、
一
K
Tぷ
内
総
鋭
的
守
ミ
ュ
一
一
テ

ィ
づ
く
り
を
め
が
す
総
動
を
滋
と
て
、

天
王
台
地
問
凡
コ
ミ
A

エ
テ
ィ
セ
ン
タ

?
級
災
に
つ
い
て
.
そ
の
方
針
を
決

定
す
る
ニ
と
を
尚
一
的
と
す
る
。

tf 

(
住
民
総
会
的
事
務
所
)

議
3
条
然
災
斜
刊
会
内
事
務
所
は
も
会

日
比
識
に
畿
く
。

ぁ
…
一
塁

一
第
4
条
仲
間
代
総
会
は
、
惜
別
2
粂
向
日

的
問
を
巡
泌
す
る
た
め
‘
次
的
事
業
を

行、づ。

川W

ヲ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
磁
緩

的
総
本
一
方
針
(
紬
龍
一
数
十
刀
法
・
協
同
部
地

設
計
等
)
を
絞
め
る
ニ
と
。

ω
コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
セ
ン
タ

i
内
紛

機
-
w
時4
宮
内
法
本
方
針
を
絞
め
る

ヰ
シ
九

山
由
コ
ミ
士
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
関

ず
る
調
布
止
び
渋
柿
捕
以
総
合
一
打
、
1

州
市
叶
ず
み
ふ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
問
問

す
る
品
開
問
問
同
体
品
川
V

間
人
的
皆
目
見

附
間
経
を
行
う
こ
と
。

川
川
そ
め
抽
出
、
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
酬
明
な
制
緩
を
昨
日
う
F

}

左。

者¥5事品分

一
総
民
総
合
同
組
織
)

惜別
S
払
桝
総
川
氏
総
会
は
‘
天
王
A
H
地百一

で
吋
出
動
す
る
会
問
料
品
枕
民
間
同
体
か
ら
滋

ば
れ
た
代
表
者
金
総
依
然
と
し
て
総

帥
慨
す
る

6

川
崎
仰
が
ん
ほ
め
た
代
理
人
を
お
泳
さ
サ

る
こ
と
が
で
翠
る
。

3

絞
殺
H
H
内
哨
脱
出
母
体
的
洋
州
出
に
よ

り
、
続
成
日
民
的
変
廷
が
必
畿
な
地
九
げ

は
、
決
挺
す
る
ニ
と
が
で
き
る
。

(
住
民
総
会
的
役
目
科
技
日
比
円
心
情
」

惜別
7
糸
往
日
比
総
会
は
、
同
問
成
日
H

め
H
U

瑚
闘
に
よ
り
次
的
役
員
を
置
く
。

た
だ
し
、
続

9
殺
に
鋭
市
中
ず
る
部

総
会
的
税
J

刊
に
あ
た
る
。

}

F

1

 

4
2
t主

{
J
J
'
 

役
民
会
的
潟
市
哨
口
容
一
向
し
‘
向
日
付

総
会
仏
抗
日
V

役
目
会
的
庶
務
を
相
ハ
カ
ナ

。
ゐ(

郎
会
}

務
9
糸
絞
民
総
会
は
、
必
要
心
応
ヒ

て
議
総
別
総
合
を
絞
〈
も
}
と
が
で
き

る。
2

部
会
は
、
注
民
総
会
的
決
泌
い
い
も

と
づ
器
机
蹴
曙
織
さ
れ
、
住
民
総
会
に
お

い
て
務
噛
械
を
求
め
ら
れ
た
事
項
に
つ

い
て
異
体
的
に
検
討
し
、
ル
枕
山
民
総
会

い
い
緩
察
す
る
。

3

総
会
燃
は
、
同
日
夕
h
N
以
内
と
し
、
投

民
総
会
問
機
成
M
悶
の
及
浴
に
よ
る
。

会
部
会
に
叩
師
会
祭
主
弘
、
削
総
会
総

ー
名
を
緩
急
、
僚
会
員
同
友
滋
に
よ

るゆ

5

都
議
に
端
端
b

泌
寸
ゐ
部
品
制
緩
及
び
副

-村山九日川
υ
は
め
什
問
的
問
は
、
次
め
と
お
り
と

す
る
。

川

お

会

民

祭
主
代
表
し
、
総
会
町
議
伐
と

な
り
、
郎
会
内
会
拍
聞
を
ま
と
め
、
役

口
同
会
的
協
議
に
挙
一
向
ず
る
。

団
山
州
絡
会
日
比

部
会
討
を
一
線
往
し
、
部
会
長
に
事

政
あ
る
と
き
は
そ
内
臓
移
が
代
マ
し

役
民
会
内
協
議
に
撃
州
ず
る
。

第
mw
条
校
院
内
総
合
、
後
日
同
一
令
止
び
お

会
は
，
必
要
に
中
ぬ
と
て
市
戦
災
ま
た

は
専
門
家
を
出
席
さ
せ
、
官
民
主
品
開

〈
w

}

と
が
で
尋
る

φ

(
会
議
の
招
集
)

附
閉
口
条
仲
防
災
総
会
は
‘
会
U
M
が
終
険
制

す
る
。た

だ
し
、
仙
川
成
絞
め

3
骨
肉

3
以

上
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、
会
後
は

総
災
総
会
合
招
集
し
主
け
札
ば
な
ら

な
し

2

役
討
会
辻
、
泌
燃
に
応
仁
て
会
長

が
招
集
す
る
a

a
総
会
は
、
必
裟
に
恋
ヒ
て
部
会
世
間

が
抑
制
綴
ナ
る
。

(
会
議
町
議
決
)

抗
M
M
ゑ
仲
間
民
総
会
誌
び
役
H
H
会
出

ぷ
学
的
決
24
は
、
令
品
以
‘
品
川
令
仏
県

別
問
と
す
る
。

た
だ

L
、
ぷ
村
山
が
記
出
世
と
同
時
的

た
と
き
は
‘
山
山
総
軒
町
3
分
の

2

以
卜
町
一
焚
殺
に
よ
り
決
淡
寸
る
こ

と
が
で
き
る
。

不
期
日
間
部
売
会

端
綱
渡
唯
一
清
展

中
央
公
M
山
館
で
H
H
円
日
日
山
川
と
H
H
H

刊
の
2
日
間
刊
に
わ
た
っ
て
織
的
揃
μ

怒
れ
る

コ
捻
晶
子
市
崎
山
崎
日
生
約
M
慌
の
一
同
州
と
し
て

「

公

滅

的

隙

川

附

〉

三

不

酬

明

H州即
必
A

試
合
一
り
い
ま
す
。
不

mH州

第
時
条
段
民
総
会
、
後
H
H
A
計
反
日
一
一
が
お
り
ま
し
た
ら
ご
総
力
く
ど
き
い
的

総
会
は
も
公
開
を
夜
間
間
?
と
し
、
傍
一
一

V
滋
扱
品
調
衣
媛
、
叫
時
代
問
、
畿
地
H

蹄
刊
す
る
こ
と
が
せ
き
る
。
一
一

n
附
〈
叫
判
阿
川
‘
中
a
z
H
H
川
で
機
械
様
、
柄
、

2

住
民
総
会
.
役
災
会
改
び
総
会
二
タ
パ
コ
晴
食
料
約
削
場
。
保
存
で
き
主
い

同
会
議
内
谷
は
、
取
材
れ
ル
除
隊
じ
公
二
も
の
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
翁
川
州
明
聞
に
料
円

殺

す

る

。

二

滅

さ

れ

て

い

る

も

何

で

受

付

約

一

吋

内

は

二
山
内
行
後
閥
抗
会
で
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き

{

会

対

〉

二

ま

す

)

惜
別
性
条
校
民
総
合
、
後
間
開
会
偽
札
口
二
留
守
纏
絡
無
料
め
も
肉
食
欲
川
端
し
ま
?

付加
λ

誌
に
饗
す
る
経
費
め
会
計
は
、
…
…
が
、
山
mm附
者
釘
意
向
に
よ
リ
抽
開
放
を
品
目

別
相
い
い
ふ
双
山
内
品
切
一
一
け
る
機
A
H
N
H
部
利
回
開
問
問
機
の
も
の
で
引
用
銀

と

の

5
加
山
知
液
化
本
州
問
山
尚
と
し
ま
す
e

(

雑

剣

)

内

V
売
上
金
託
会
い
商
社
に
務
付
訟
手
。

繊
同
条
ニ
の
相
理
約
は
司
段
民
総
会
〈
批
判
附
摘
出
品
口
問
物
に
つ
い
て
は
売
上
金
的

に
お
い
て
そ
の
問
山
崎
容
の
3
分
町
東
日
%
を
務
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
)

2
以
上
的
関
裁
に
よ
り
淡
町
ぽ
ー
す
る

V
申
し
込
み
州
問
い
台
わ
せ
同
月
間

二

と

が

で

き

る

。

の

g
山
山
か
・
句
却
H
川
叩
ま
で
議
終
ゑ
筋
線

2

悠
民
総
舎
内
運
営
に
必
要
な

4

V

家
出
市
我
滋
子
+
吊
浴
費
生
活
問
偶
然
山
村

議
は
、
徐
州
内
総
会
丹
波
占
に
よ
り
も
挙
民
会

判
明
に
定
め
る
ニ
と
が
℃
怒
る
。

し
一
第
2
殴
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ザ

i

一
や
灸
学
院
大
学

僕
中
央
時
十
銭
火
般
入
浴
緑
究
会
で
は
、

コ
昨
年
に
絞
寺
第
2
問
問
チ
ャ
リ
テ
ィ

ニ

ザ

i
を
行
い
ま
す
a

み
な
さ
λ
内
お
後

二
で
平
瑚
と
な
け
ま
し
た
E
用
雑
貨
、
制
時

二
答
品
な
ど
合
好
関
欄
く
だ
さ
い
。
こ
の
パ

ご
ザ
ー
は
日
月
l
H
か
ら

3
mま
で
学
問
問

滋
説
明
母
留
守
、
笠
間
何
年
齢
等
必
融
制
…
…
併
に
山
岡
山
璃
し
ま
す
よ
}
車
場
く
幻
添
い
。

な
棋
悩
棋
を
殺
録
す
る
。
一
一
な
お
、
絞
級
品
況
の
一
部
を
市
役
会
一
雨

二
祉
協
議
会
へ
得
付
し
ま
す
。

へ
焼
成
異
数
准
び
附
同
体
制
刺
殺
山
川
数
〉
コ
マ
逮
絡
先
日
暮
航
時
閥
均
叫
制
的
関

i
ア
3
9

然
4
粂
住
民
総
会
的
機
波
探
数
は
、
二

3
(
午
後
7
時
か
ら
8
時
ま
で
)
ル
防
御

2
5
0お
以
内
と
す
る
。
↑
一
品
品
村
間
関
1
1
1
1
m同

2
2
1
l裂

は

、

高

体

1

二
面
引
劃
航
船
川
例
i

ιし

自

治

会

長

主

義

土

社

会

一

犠

打

祉

協

議

会

栴
に
よ
り
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
付
金
総
数
協
議
会
で
辻
、
校
総
を
係

る

。

制

事

業

に

組

問

綿

密

サ

て

い

た

だ

く

た

的

へ

全

員

笹

川

仏

教

〉

じ

即

売

パ

ザ

i
合
間
綴
し
ま
す
@

6
0
数
註
F
-
6
・・

63れ
ご
家
叩
縄
問
い
お
け
る
退
後
ふ
な
ど
が
あ

5
1
紋
7
1
5
0篠山市・

2
れ
り
ま
し
た
り
ぬ
仙
台
一
協
力
く
だ
さ
い
事

1
5
1審

3
3
0
0審
:

品

川

拐

事

付

さ

れ

芸

品

川

口

H

3
0
1殺
川
以
上

:
b
e
e
-
e
4れ
か
ら
四
日
ま
で
に
ぬ
治
会
H
M
引
い
へ
袖
付
事

各
種
金
民
団
体
の
資
格
・
構
成
員
数
・

構
成
員
の
選
出
方
法
に
関
す
る

運
営
要
綱
(
代
表
者
会
議
諜
〉

(間同品別)

議
1
糸
、
}
的
展
開
制
培
、
我
孫
子
市
夫

王
者
織
広
匁
ミ
足
立
ア
ィ
セ
ン
タ
!

建
設
住
民
総
会
的
特
脇
被
汲
が
液
晶
持
に

開
附
す
る
観
的
(
円
以
下
、
規
約
い
と
い

う
J

第
5
々
常
務
2
項
円
規
定
に
よ
り
、

各
時
住
淡
肉
体
的
資
的
問
、
終
段
時
間
数
、

構
成
員
の
選
市
山
万
談
婚
は
つ
い

C
必

療
な
事
索
令
FL

定
め
る

P

(
各
陣
内
住
民
間
体
的
炎
山
市
及
び
続
録
)

務
2
条

規

約

第

5
条
に
心
同
ほ
め
る
各
時
開

除
問
問
問
問
体
は
、
ん
は
民
総
会
的
総
品
目
に

焚
隠
し
‘
相
馳
約
第

8
条
内
役
員
会
む

な
録
的
申
議
を
山
口
》
む
綴
体
を
い
う
c

た
だ
し
も
政
治
肉
体
‘
総
数
問
体

協
拭
び
常
利
を
呂
的
と
す
る
欄
間
休
農
協
地

2

4
別
摘
の
然
体
品
川
絞
め
が
織
は
、
湾

体
名
、
代
表
者
氏
名
門
除
時
・
後
後

鈴
サ
て
会
民
間
数
又
は
金
口
問
後
期
市
教
、

主
た
る
滋
数
料
制
的
且
び
巾
け
存
と
す
る
。

(
住
民
総
会
構
成
問
典
的
悩
鳩
山
間
労
花
開
校

び
絞
殺
〉

議
3
糸
線
約
悼
惜
5
条
第
1
項
に
定
め

る
構
成
奥
は
‘
輸
申
立
殺
に
よ
る
批
判
錯

淡
町
各
時
役
口
氏
弱
体
が
.
中
対
給
付
同
体

内
制
判
定
に
よ
け
選
出
し
た
代
淡
安
ど

す
る
様

2

各
日
間
金
総
間
体
は
、
総
口
氏
総
会
構

成
員
と
立
る
代
表
者
尚
氏
名
、
ル
同
所
、

r…ω “「司F 可F

代綴リ金日
掛[場時
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1f:;!川I

バ告
津守
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第
5
幽
史
跡
・

文
学
散
歩

v
a時

ω汁
げ
は
一
H
U
〉
午
前
9
時山抑

止
H

(

雨
天
の
と
き
吋
刊
行
一
八
坂
搾
れ
れ
祭

ん
げ
{
技
孫
子
絞
↓
関
口
)

V
内
務
時
代
同
開

f
の
山
肌
結
局
以
祉
を
銭
黙

し
な
が
ら
文
人
h

九
九
め
削
減
即
即
時
を
欣

事
し
ま
す
。
参
加
内
小
問
。
次
布
小
路
%

終
的
邸
持
‘
志
向
H
前
栽
線
材
料
な
ど
川
校
州
知

子
制
同
級
以
〈
挙
初
品
目
2
0
0
内
)

V
繁
劇
村
議
自
然
布
し
ま
す
旬
な
お
、

当
会
発
行
町
大
一
式
時
代
向
仲
間
作
中
部
拘
札
制
竹

(
3
0
0何
)
を
増
窓
し
ま
す
の
で
綴

ま
で
山
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
る

V
業
内
総
務
な
は
み
、
小
林
ヱ
リ
、

兵
藤
紘
ム
一

V
潟
情
聴
先
藤
掛
官
邸
1
2
5
7
6

線
仲
汁
器
出
制
i
6
8
0
0
h
M

第
1
回
ぷ
執
様
子
の
阻
州
議

と
伝
統
工
芸
の
集
い
い

我
綿
子
に
係
わ
る
院
議
、
わ
い
り
べ
唄
、

陶
磁
、
品
沼
ヱ
‘
竹
木
工
、
災
時
可
決
識

な
ど
の
衛
き
取
は
ソ
調
悲
惨
棚
叫
我
ニ
れ
ら

心
間
関
係
的
品
る
お
知
け
あ
い
の
方
が
い

ま
し
た
ら
ご
線
級
〈
幻
き
い
。

v
a時
u
n
u
n
n
〈uu
〉
午
前
日
即
時
か

ら
絞
午
ま
で
白
拳
奴
岳
山
側
、
賊
川
村

V
場
所
相
判
中
市
治
議
院

V
漉
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司
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叫
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密民念書面公霊襲<::Ia，令王手宅五年未

遂重妻宅f:iラってい室長""0
砂怒重量線機事費 180むi5河

少量護軍費翼話機 意義軍吉資金5年以内

訟聖書資重量7年以内

妙高護資秘書事 年8・2日6(き話機〉

惨その昔話 療費立として線総人1モヨ

以上、必婆iて応じて護送然ぞ監禁うa

砂問い合わt主 話事上ぬ重量燃82-3'l31

金書通ぽ主筆ね出灘区軒鵡告471母3~1542

i観保護搬をご鞠で挙制
-~華経鯵絞殺で企業の繁栄稜

際機普軽量霊祭j霊童i革、資議選議りであ

韓請めの巾j企業(J)]'j々に童話しへ t除

後主主要者金の這入れのみち寄託際電塁、

金書誌の健全怠発縁者をおそ予告互い移る

詩型j愛です。産自殺に議事館りの怒iまぜ

ひ鐙務保鋭的!際毛筆託華街くださし込

な湾、 10F!18からテレフォン

サーどス袋線設しました。

砂防い合ねな 重要信用保証協会

惜0472--47…071守テレフォンサ…

ス官0472~41 お74

濯主タンス窃治家議議会i
1>8誇 10玲19問、 21Eヨ、 268、

竹湾28、 9Eヨ、 168、午援7~き

から岳務3在分 〈幾重警25∞円〕

惨場所長寝袋念館大会議委

b申し.JZ;み 10戸ミ19白金援で警を111

0干行革主ダエノスサークル会終務総

後ヶ審事信用雪量議会暴露

午前9碕30分から竹野幸30玉三

表}包主自縫豊富主主題君 主務議題防護霊協

午後7O寺30分から90者沼会

1>三主義華 我孫ヲ字主主主9':ノス問主主会

惨隠し、重きおtま i¥委主君関 2日57

曙三翌三聖塾塾j
護j滋畿の子「戸ニメイ弁護範ザ

ユかゃん{定額;必需雪護者係機汐君主主主

iとなりまし1:':.0 101'ヨ紡ぐ;玄)0)午

後29幸20分詳望者器、 日静香己日分葬君主主iこ。

@議道華大重量

砂日程事 10.''l318C包〉午後1&寺

第惨帯構高時 県立濁花王室絞主主滋書留

1>孝生泊費 中学生以上 200fIl、小

学と長以下 T∞円
事惨さ宇し込み 雲霞露首iヴハ1:1キでt主摂、

氏名、 段lrI、 受主主主主活 〈空宇役名〉 を

lJI'JiiClし、議然違草紙88∞22 中翠

お4z聖℃
@パスケットボール大会

紗 B総会事島 10F!3'18(El)二謀議事員。

務総 111'ヨ38(祝〉主張itlJミ学校。

"F言語80寺より

争議室主 殴雪号 b 主主〈選第f誌と主以上〉

争参111重量 Tチームー絞2む伐自F号、

高校生号機汚

砂申し込み八万三¥'1こチーム名、

代義務者五、メンパー菱重〈守チ ム務

談話語itl13人脳内〉、淫絡先、技術、

童数話番望書患者耳障認のj二三

を~5'21クレール柴毒事102警警

義務也84古705(午後ア隊以総〉

潟{健主主〈昼〉色慾…1151C聖堂)宮容2-

8254 

l空け笠立主金j
おいも宅惑をきも家主主そろってそ手線

務遺産会審議義経訟をきEましょう〈液中豪華

ス沢一ツ約怠ゲームも行いきまを言。〉

傍白書事 101'ミ318くお〉午悲喜善寺占企

玉ラキ:R公E主祭事長会

1>コ スヰ聖公然車問幻SE~tû

公器 注緩 10締約ヰ善寺潤

惨その鈎

炉問い合わt才 事実湾霊霊祭会体湾潔

あ びこ

直室Iel家獲簸A恵理大義j
1>図書事 将司318(8)受I司キ綴19

善春、統合総蛤Q筒おめ

惨余滋 高野はj小学絞惨事警貴重

1>穣箆母体戦 (5人@ダブ)[，ニミ
の守人法シンヅ1しス!とはjられる〉と

ダブんス善説。i;!¥VケユJ鐙閣のこと。

惨参加資事善治問fr{症の家庭婦人

砂著書泌事著 名諮誌李総2∞Q丹、ダブル

ス戦似OfIl
惨申し込み 主主主主名、選李総援、

霊童さき番告をE珪認し1¥1:1キで、

つくし要事57-4民問権岱悩-5815、

10，寺228く金)必需蓋〈むことと。

砂主主霊 祭主義主H結集罪主主量薬草壁

|甫瀧夜鶴スポベジ教室j
b勝鱒 君主義重Ei午後7弱から9草寺

惨事喜朗型軽 主主警護Ei5i阪湾〈総長貴章1

民主淡襲撃議員綴銭{七総合議事事務費震の

湖北地区祭器産務室主u
にその望霊祭ガー主主iこ重量Lヘ務総と

主主流を深めるfごさ台、スポーツ火金

をおこないますふるって翁加

してください令

>>-B時 101'ヨ30をヨ(iこ〉字詰D9善寺11

S午後40寄綴Eまで

診器障僚 とヨ本火w泡上七プラ」ノド

>>-申し込み熔(gの農家線合後

砂車業華転向望書 ?ソフトボール、 2，
インディヌフカゲーム、 3整理日|を性、

4司スプンレース、伝送入れ、 6令

部落対抗1)1.......-

@雨天の犠昔話 l1F!6B(土〉霊童1ヒ
台中央公餓あとドぴ野球望書

惨さ主意華 日進化地区重量家スポ ツ大

惨然豊撃 事~孫さ子「吾、我孫当主的襲撃主務、

宮覧車謡童話霊霊祭夜祭普及所

)
 

ハ
h
v(
 

ーり
れi

 

…務少年を鋳るく量豊かに隊てよう÷

言少年霊童全害警民主総議会主義でi在、

青少年軽自il'loく主題mと育てる運動

の一環としてポスター'穣奉安要事

録してい主主す効

b総事苦 切るい家産!'IJI'Jるいi器滋

絡襲撃づくり‘愛のひと言語 ふれ

あいじむ銭会言うもいやりなと:者をま護軍達

しZさも〈主。

ーー纂集対象 FちFえ日之f主役、在学、

A勤の方。

砂応募高級;r:スタ ム3i!l1J用

紙主主疋はそれに著書ざるもの。

主霊童基 害時百後で1人31事誌で

ポスター絞殺とも住所、援会、ま手

〈理学主主の主事合i立学校名、

な務総し主主会事室湾設(ま党総3'1855)

へ持参〈漂言芸誌禁事務は意遺言霊qJ)し

てください。

惨表彰 m事露f李総ld:，選議定委員会

{こttlJ'て入滋(事総1<1.祭事手しま守。

哩杢慰島建整墾重金!
…シI!JJ¥ーセミナー艶総数議室

>>-f号機 水議録法入手守(隊総主主、

I"ll型聖子、 x人霊童)f1:a誌の幾灯、後
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